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県内全ての小中学校で完全 35人学級を求める請願 

 

茨城県は全国に先がけて「35 人学級」とチームティーチ

ングを組み合わせる「茨城方式」を中学３年生まですすめて

きた。「子どもとコミュニケーションがしやすくなった」「小

さな変化を見つけやすくなった」「不登校やいじめが少なく

なった」など多くの保護者、教師、子どもたちに喜ばれてき

た。ところが、３年生以上になると 35 人を超えるクラスが

３学級以上ないと、学級増にならない。 

コロナ禍の中、全国的に少人数学級を求める世論と運動が

高まり、40 年ぶりに義務教育標準法が改定され、５年間か

けて小学校での 35人学級が実現した。北海道や山梨など 15

の道県は今年度から少人数学級の独自施策を拡充し、群馬県

は小中全学年に対象を拡大した。 

これまで少人数学級を先駆的に一人ひとりの豊かな成長

を願ってすすめてきた県として、さらに一歩ふみだし、小中

学校で完全 35 人学級へとすすめることをもとめ、以下のこ

とを請願する。 

 

１ 県内全ての小中学校で完全 35 人学級を実施すること。 
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